
よ む ゾ ウ 
～４･５・６年生向け本のリスト～no.１８２ 

今月
こんげつ

は、“野菜
や さ い

・くだものの本”を 

紹介
しょうかい

しています♪ みんなも読
よ

んでみてね。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

稲城
い な ぎ

市立
し り つ

中央
ち ゅ う お う

図書館
と し ょ か ん

 

こたえがわかった人は、 

最後
さ い ご

のページをみてね！ 

『おばけ桃
もも

の冒険
ぼうけん

』 

Ｒ．ダール／作 田村
た む ら

 隆一
りゅういち

／訳
やく

 

Ｎ．Ｅ．バーカート／絵 評論社
ひょうろんしゃ

 

部屋
へ や

の中にいた虫の数
かず

は？ 

ジェームスは、意地悪
い じ わ る

な二人のお

ばさんと丘
おか

の上に暮
く

らしています。 

ある日、その庭
にわ

にある、今まで一度

も実を付けたことのなかった木に、

とても大きな桃
もも

の実がなりました。 

桃に穴
あな

があいているのを見つけた

ジェームスが中へ入って行くと、そ

こには部屋
へ や

があり、大きな昆虫
こんちゅう

たち

がいました。 
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野菜
や さ い

・くだものの本 

４・５・６年生向
む

き 

海斗
か い と

の誕生
たんじょう

日
び

に、お母さんが木の箱
はこ

に入
はい

ったり

っぱな夕張
ゆうばり

メロンを買
か

ってきてくれた！ 

その箱の底
そこ

には、子どもの字で「ぼくたちが大事
だ い じ

に育
そだ

てました。おいしいので食べてください」と書

かれたカードが入っていて…。海斗はカードの返事

の手紙を書くことにした。 

『メロンに付
つ

いていた手紙
て が み

』 

 本田
ほ ん だ

 有明
ありあけ

／文 宮尾
み や お

 和孝
かずたか

／絵 河出
か わ で

書房
しょぼう

新社
しんしゃ

 

ペットボトルで、野菜
や さ い

や花を育
そだ

てられる

のを知
し

っているかな？ 

ミニトマトやじゃがいも、タンポポ・ヒ

ヤシンスなど、色々な野菜や花の栽培
さいばい

容器
よ う き

の作り方や育て方、観察
かんさつ

のポイント、育て

やすさを解説
かいせつ

しています。 

『トラブル旅行社
ト ラ ベ ル

 砂漠
さ ば く

のフルーツ狩
が

りツアー』 

 廣嶋
ひろしま

 玲子
れ い こ

／文 コマツ シンヤ／絵 金
きん

の星社
ほししゃ

 

江戸
え ど

時代
じ だ い

から続
つづ

く古い農家
の う か

で、トマ

トを作り続けて６５年。トマト名人と

いわれる若梅
わかうめ

健司
け ん じ

さんに、トマト栽培
さいばい

について教えてもらいましょう。 

『ペットボトルで育
そだ

てよう 〔３〕 野菜
や さ い

・花
はな

』 

 谷本
たにもと

 雄治
ゆ う じ

／著
ちょ

 汐文社
ちょうぶんしゃ

 

自分にだけおばあさんがいないことをさびし

く思っていたアンディ。ところがある日、お気

に入
い

りのリンゴの木にのぼったら、おかあさん

に見せてもらった写真
しゃしん

とまったく同じ姿
すがた

をし

たおばあさんが、枝
えだ

にすわっていたのです！ 

『トマトとともに 野菜
や さ い

農家
の う か

若梅
わかうめ

健司
け ん じ

』 

依田
よ だ

 恭
きょう

司郎
し ろ う

／写真
しゃしん

 農
のう

文協
ぶんきょう

／編
へん

 農山
のうさん

漁村
ぎょそん

文化
ぶ ん か

協会
きょうかい

 

こまっているお客
きゃく

に、トラブルを解決
かいけつ

できる最高
さいこう

の

旅
たび

を提
てい

供
きょう

している“トラブル旅行社
ト ラ ベ ル

”。 

フクロウを追
お

いかけてお店にやってきた大悟
だ い ご

は、オ

ーナーに、家族で飲
の

むためのジュースをうっかり飲ん

でしまったことを話してみた。すると“砂漠
さ ば く

のフルー

ツ狩
が

りツアー”をすすめられて…。 

『リンゴの木
き

の上
うえ

のおばあさん』 

ミラ・ローベ／作 塩谷
し お や

 太郎
た ろ う

／訳
やく

 岩波
いわなみ

書店
しょてん

 

柿
かき

をぬすみぐいしているところに地主
じ ぬ し

がやっ

て来てしまい、あわててこずえにかくれたやまぶ

し。それを見ていた地主は、「なんとおろかなや

まぶしなことじゃ。ちとからかってやろう」と、

やまぶしがカラスに見えると言い出して…。 

『かきやまぶし』 

内田
う ち だ

 麟
りん

太郎
た ろ う

／文 大島
おおしま

 妙子
た え こ

／絵 ポプラ社
しゃ

 



 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

いなぎしりつ ちゅうおうとしょかん 

 でんわ ０４２－３７８－７１１１ 

ほーむぺーじあどれす http://www.library.inagi.tokyo.jp/?page_id=216 

202１ねん９がつはっこう 

『舌をぬかれたお獅子』 

『青龍にのってあらわれた妙見さま』 

詳しくは稲城市立図書館HP 

またはこちらから 


